は　　じ　　め　　に

　新型コロナウイルスの発生から3年を迎えても、いまだに終息が見通せず、多くの保健所事業の執行が困難な状況が続いておりました。事態がどのように向かうのかを予測することはできませんが、保健所の事業を少しずつ執行しているところです。
　近年の少子高齢化と人口減少が進行し、社会状態の変化に拍車がかかる中、住民の医療福祉に対するニーズに対し、これまで以上に医療福祉機関との協力関係を強化させ、時代の背景や地域の特性を踏まえた取り組みの実施が急務になっています。
これらの激変する環境に対応するために、本県では平成30年3月に改訂された「県民一人ひとりが輝ける健やかな滋賀の実現」を基本理念とした「滋賀県保健医療計画」に基づき、地域の住民一人ひとりが生涯にわたり、心豊かに安心して暮らせる地域を目指し、各種サービスの充実に取り組んでいるところです。
　また、「健康なひとづくり」「健康なまちづくり」として、介護予防、健康増進および生活習慣病の発症・重症化予防など健康寿命の延伸への取り組みを進めています。
　本書には令和2年度中の当所における取組状況およびこれに関連して収集しました保健・医療・福祉・衛生の各分野の情報をとりまとめております。本書が皆様に活用され、健康で豊かな地域づくりに役立つことができれば幸いに存じます。
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